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戦争のいしぶみ（1）
西南戦争

　
明め
い
じ治

10
年（
１
８
７
７
）
２
月

15
日
、
西さ
い
ご
う
た
か
も
り

郷
隆
盛
を
擁
す
る
士
族

ら
に
よ
る
武
力
反
乱
が
起
こ
り
ま

し
た
。
政
府
は
征
討
軍
を
派
遣

し
、
熊
本
・
宮
崎
・
大
分
・
鹿
児

島
に
お
い
て
西
郷
軍
と
交
戦
し
ま

し
た
。
越
生
出
身
で
鎮ち
ん
だ
い
へ
い

台
兵
の

高た
か
の
か
つ
き
ち

野
勝
吉
氏
と
八や
ぎ
は
ら

木
原
又ま
た

治じ
ろ
う郎
氏

が
従
軍
し
、命
を
落
と
し
ま
し
た
。

郷
里
に
は
招
魂
の
た
め
の
記
念
碑

が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

　①
石
祠
（
上う
え
の野
地
内
）

〔
碑
表
〕
兵
卒
高
野
勝
吉
之
霊

〔
碑
右
〕
東
京
鎮
台
歩
兵
出（
出
征
）証
第

一
旅
団
／
明
治
六
五
月
一
日
麻
布

龍り
ゅ
う
ど
ち
ょ
う

土
町
屯
所
詰
并
命
大（
台
湾
）湾

之
役
筑ち
く
ぜ
ん
は
か
た

前
博
多
屯
所
滞
留

約
百
日
大
湾
平
定
同
年
四

月
十
二
日
帰
郷
／
翌
十
年

三
月
三
日
再
出
勤
即
時
鹿

児
島
追
討
随
従
／
同
年
三

月
廿
二
日
肥ひ
ご
の
く
に

後
国
山
本
郡

植う
え
き
ぐ
ち

木
口
戦
争
受
傷
／
於
筑ち
く

後ご
の
く
に国
久く

る

め
留
米
軍
団
病
院
療
養
漸
次

気
力
衰
弱
卒
為
霊

〔
碑
裏
〕
高
野
東
一
郎
営
之

　②
招
魂
碑（
大だ

い
ま
は
ち
ま
ん

満
八
幡
神
社
内
）

〔
碑
表
〕
招
魂
碑
／
川
越
　
中
嶋

与
十
郎
書

〔
碑
裏
・
上
〕
東
京
鎮
台
騎
兵
第

二
大
隊
二
小
隊
陸
軍
一
等
卒
八
木

原
又
治
郎
／
明
治
十
年
二
月
品（
東
京
湾
）海

抜
錨
西
南
討
伐
出
陣
中
千
辛
万
苦

／
同
年
九
月
九
日
鹿
児
嶋
県
下
大お
お

隈す
み
の
く
に国
姶あ
い
ら
ぐ
ん

良
郡
加か

じ

き
治
木
於
陣
営
発

病
／
同
十
月
九
日
長
崎
於
病
院
死

病
嗚
呼
哀
哉
／
明
治
十
年
西
南
討

伐
戦
死
及
為
故
又
治
郎
有
志
建
之

／
明
治
十
七
年
一
月
五
日

〔
碑
裏
・
下
〕
有
志
発
起
人
／
石

田
□
蔵
／
山
崎
耕
三
郎
／
八
木
原

営
治
郎
／
同
□
治
郎
／
同
林
治
郎

／
吉
原
与
三
郎
／
村
田
喜
蔵
／
同

金
五
郎
／
同
弥
吉
／
山
崎
源
一
／

同
吉
太
郎
／
黒
山
村
浅
見
四
朗
／

越
生
村
嶋
野
伊
右
衛
門
／
石
工
山

崎
六
右
衛
門
刻

　開
戦
か
ら
７
ヶ
月
後
、「
城し

ろ
や
ま山
の

戦
い
」（
鹿
児
島
市
城
山
町
）
で

西
郷
軍
は
全
滅
し
、
９
月
24
日
に

西
南
戦
争
は
終
戦
し
ま
し
た
。
　

※
碑
文
の
旧
字
や
異
体
字
は
新
字
に

改
め
、
空
白
ル
ビ
注
釈
等
を
補
っ
た
。

①石祠（上野）

早川松山『九州植木口激戦図』（出典：国立国会図書館デジタルコレクション）

◯植木口の戦い（熊本市北区）は、浮世絵師・早
はやかわしょうざん
川松山や揚

ようしゅうちかのぶ
州周延によって戦争絵の題

材となり出版されました。当時の西南戦争に対する人々の注目度の高さがうかがえます。
②招魂碑（大満八幡神社）

揚州周延『鹿児島戦記』（出典：国立国会図書館デジタルコレクション）
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Pick up

おごせ教育　５月27日（土）に「開校150周年記
念運動会」を開催しました。「全力・団
結・最後まで一人一人がヒーローだ　
闘魂の赤　団結の青」のスローガンの
もと、白熱した競技が行われ、結果は
同点で両組優勝という、記念運動会に
ふさわしいものとなりました。

　５月20日(土)に第77回体育祭を
開催しました。「百折不撓～勝利への
道は絆を強くする～」をスローガンに
掲げ、3年生が1・2年生を牽引しまし
た。生徒の熱い気持ちで、雨雲を吹き
飛ばし、熱戦が繰り広げられました。

おごせっ子広場
　町内の小中学校や町の行事等
に参加する子供たちを写真で紹
介するコーナーです。

越 生 中 学 校

　５月27日（土）に春季運動会を開催
しました。表現の種目は、４・５・６年生
がおそろいのはっぴ姿で「ソーラン節」
を凛々しく踊り、１・２・３年生は軽快
なリズムにのって「ドドドド・ドラえもん
（ダンス）」をかわいく踊ることができ
ました。

梅 園 小 学 校

越 生 小 学 校

ズームイン教育306

梅園小学校

自分も友達も認め、
みんなを大切にできる子供

　
本
校
は
今
年
で
創
立
１
５
０
周

年
を
迎
え
ま
す
。
今
年
度
は
『
友

達
・
教
職
員
・
地
域
と
つ
な
が

る
子
供
』
を
目
指
す
子
供
像
に
掲

げ
、「
学
び
あ
い
　
ひ
び
き
あ
い
　

つ
な
が
り
あ
う
　
み
ん
な
の
梅
園

小
」
を
児
童
と
教
職
員
の
合
い
言

葉
に
、「
知
」「
徳
」「
体
」
の
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
児
童
の
育
成
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
供

た
ち
が
安
全
で
安
心
で
き
、
保
護

者
や
地
域
か
ら
さ
ら
に
信
頼
さ
れ

る
開
か
れ
た
学
校
を
つ
く
る
た

め
、
認
め
て
褒
め
て
伸
ば
す
の
精

神
で
努
め
て
い
き
ま
す
。

「
か
し
こ
く
」
＝
学
力
の
向
上
と

自
立
す
る
力
の
育
成

①
一
人
一
人
の
学
力
を
伸
ば
す
授

業
を
実
践
し
ま
す
。

②
四
十
五
分
間
学
び
続
け
る
授
業

を
実
施
し
ま
す
。

③
特
別
活
動
の
充
実
を
図
り
、
自

己
有
用
感
の
あ
る
学
級
、
学
校

づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

④
暗
唱
や
か
け
算
九
九
等
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
学
習
で
は
、
記
憶
力
や

自
立
す
る
力
を
育
成
し
ま
す
。

「
や
さ
し
く
」
＝
豊
か
な
心
の
育
成

①
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し

て
、
豊
か
な
心
を
育
て
ま
す
。

②
読
書
活
動
や
体
験
活
動
を
通
し

て
、
豊
か
な
心
を
育
て
ま
す
。

③
全
教
育
活
動
の
中
で
道
徳
的
実

践
力
、
人
権
尊
重
や
人
権
感
覚

を
育
て
ま
す
。

④
合
唱
指
導
を
充
実
さ
せ
、
豊
か

な
心
を
育
て
ま
す
。

「
た
く
ま
し
く
」
＝
た
く
ま
し
い

心
と
か
ら
だ
の
育
成
　

①
体
育
授
業
や
朝
マ
ラ
ソ
ン
、
チ

ャ
レ
ン
ジ
タ
イ
ム
、
外
遊
び
な

ど
で
体
力（
走
力
）を
つ
け
ま
す
。

②
規
則
正
し
い
生
活
習
慣
を
身
に

つ
け
健
康
な
体
を
つ
く
り
ま
す
。

③
何
事
に
も
挑
戦
し
、
本
気
で
取

り
組
み
、
最
後
ま
で
や
り
ぬ
く

根
気
強
さ
、
た
く
ま
し
さ
を
育

て
ま
す
。

「
安
全
・
安
心
な
学
校
」

①
い
じ
め
、
暴
力
、
不
登
校
、
交

通
事
故
を「
ゼ
ロ
」
に
し
ま
す
。

②
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
や

見
守
り
隊
と
連
携
し
、
登
下
校

の
見
守
り
を
継
続
し
ま
す
。

「
家
庭
や
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
」

①
学
校
運
営
協
議
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
本

部
会
議
を
実
施
し
、
保
護
者
や

地
域
と
の
連
携
を
深
め
ま
す
。

②
学
校
応
援
団
の
活
用
を
図
り
ま
す
。

▲縦割り班で「なかよし遠
足」にいきました。これか
らの活動も楽しみです
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